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そしてここには
SAGE-VAR※計画の
データ解析を
担当している
デイブもいます

星の脈動を
理論的に研究している
高山君には

大学の教員になると
海外の研究機関に
長期間滞在して
研究を行うことは
なかなかできません

世界に出れば
よりたくさんの
出会いもあります！

この経験から
新しいアイデアが
生まれて
きそうですね！

もっと勉強……
そして研究
するぞ〜！

今回
東北大天文教室の先生方に
サポートしていただいたおかげで
若手と言われるうちに
海外の研究機関に長期間滞在し
外国人研究者の議論や研究の進め方や
学生の教育のしかたなどを
学ぶことができました

その理論によって
観測データを説明する
　　　　役目を担って
　　　　もらいます

観測と理論！
協力して
研究を
進めましょう！

※SAGE-VAR
　スピッツァー宇宙望遠鏡を使った赤外線星の脈動を調べるプロジェクト。
質量放出の結果、可視光線ではまったく検出できなくなってしまったような
星の脈動の様子を調べている。
　マイクスナー博士が主導し、板助教も共同提案者の一人。


